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避難所運営初動ガイド

【恵み野小学校】
(恵庭市避難所運営マニュアル 別冊)

令和 4年 6月
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初動期とは、災害発生から概ね 24時間以内の対応をいいます。災害発生直後の混

乱した状況の中で避難所を開設し、避難者の生命の安全確保を行うと同時に、安定し

た避難所運営に向けた準備を行います。

この初動ガイドは、恵み野小学校の初動に限定して、まとめてあります。初動ガイ

ドに記載していない事項については、標準の恵庭市避難所運営マニュアルに沿って対

応します。

施 設 の 解 錠1
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2=施設 の安全 点検

避難所は被害状況と危険度を確認した上で開設する必要があります。

このため、避難者の受入れ前に以下の事項を確認します。

◇専門的な知識を持つた人が回りにいる爆含は、協力を」手びか 1す まず,|

◇危饒箇所 :こ注意し、『避難所の被害等チエックシー ト 1様式①】」をもこ1こ、

できる限り 2人以 卜で点検を実施します.また実施する人の安全確保を第一

|こ者えましょうc

◇□視して、明らかに危険が認められる箇所 :こついては、避難者が近づかない

ように、その燭選を直ちに立ち入場禁止としまず.

◇厨遷勢二次隻害のおそれ (火災等の危険牲)がないことを確認 します。
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第 3重 初動対応

i様式
`〕

避難所の被富等チェックシー ト

i群難所名

※以上の項目|こ「異常あり」が 1つでもあった場合は、災害対策本部へ連絡 し、他の

避難所などへの移動を含め、使用の可否について検討する。

チ ェ ッ ク 項 目 異常なし 異常あり

① 建物の全体歌たは一部が損壊している。

② 建物の基礎が損壊している。また Iま基礎と上部建物がずれているc

③ 建午;場 が傾しヽてしヽる。

④ 建物の周辺で地すべりや崖<ずれ、倒本などが発生している。

5.
隣接する建築物の損壊による危険がある。
(倒れてくる恐れなどがある。)

0 建物の内部にゆがみがある。または窓ガラスにひび割れがある。

⑦ 建物の内部の壁や柱 1こ 亀裂などがある。

チェック項目 1更用可 使用不可 チェック項目 使用可 使用不可

①
●うを

=日ニメし ③ トイレ

″ヽ
マソ 水道 ⑨ 照明器具

3 気ヨ己●
・
10 :皆 段

4‐ FAX ① 玄 関

0 ⑫ 障がい者スロープインターネット

⑥ テレビ ① 灯油タンク

ラ
Ｌ 暖 房 ⑭ 51車 場
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応急擁な準備組織の立ち上 :ず

施設の安全が確認されたら避難者を取りまとめ、円滑に避難所を開設するため、応

急的な避難所準備組織を立ち上げます。

◇晏町内食長等が中心となって応急的な避難所整備組織立ち上げます,:

◇避難壱全員が続海して、避難スヘースの確争 受入体制の準備徹衛もヽます。

◇町内会長等の準備組織を指澤する書が不在の場合 |こは、市災雷対策本きEが指

名した市職員が一時的に中心となつて対応 しますヾ

◇本格的な避難所運営組織が形成されるまでは、準備組織が避難所運営にあた

ります。当面の間、避難所運営|ま昼夜での対応が必要となることが予想され

るため、交替でヌ」心できる体市tを作ります。

4 使用する部屋 口場所の確保
事前に決めた施設の利用方法に従い、使用する部屋・場所を確保し、部屋名等の案

内表示を行います。

◇危陳箇所がある場合 |よ事前の取り決めに関わらず柔軟に対応します。

◇冬期間の屋外の使用は、落雪等に十分注意します :

5



第 3章 初動対応

. .        .                    .       |..                            .

施   設   名 恵庭市立恵み野小学校

施 設 管 理 者
11ルヽC=
′rxが,て

鍵 の 保 有 者 教頭  ほか

所住 恵庭市恵み野南 4-1-1

連   絡   先

‐
「 EL :36-7505

FA,× :36-7964

無線番号 :

避

難

所

情

報

収 容 人 数 327

基

本

=IFI´

∫百

避難所の利用を想定

する地匿の範囲

町典会 恵み野南町内会 代表者名 〇〇〇〇〇

町内会 恵み野西町内会 代表者名 ○○〇〇〇

町内会

町内会

恵み野里美町内会 代表者名

代表者名

○〇〇〇〇

町内会 代表者名

町内会 代表者名

町内会 代表者名

避難所の開設、開錠

(夕」)

,学校教職員等が行う。

・施設の安全が確保されるまでは、避難者は外などの安全な場所に町内会ごとで

まとまつて

`寺

オ幾してもらいます。

施設の利用方法

安全確認担当者

(応急約な建物点検)

学校教職員

施設が使鶏不能の際の次の

指定避難所
e 恵み整予中学校 ② 恵み野会館

災対本部への連稲方法

備蓄曇

TEL
FAX

線番号

33-3131

33-8155、 33-8156(※ 災対本部設置時のみ聞通)無

506～ 510
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第 3章 初動対|′慈

運

鸞

委

員

だヽ
ヨ
=

委  員  長 恵み野()町内会会長 C)(D⊂)(DO

副 委 員 長 恵み野C)町内会会長〇 〇 CXD(D 恵み野○町内会会長C)⊂)(DC)(D

施 設 管 理 者

恵  庭  市

そ  の  他

:舌

動

班

班
ンク
イコ 競 長 副班長 班  員

総  務  班

情 報 広 報 班

避 難 所 管 理 班

食 料 物 資 班

救   護   班

衛   生   班
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第 3章 初動対応

運
哺静
Fヨ
奎け
警F
:こ

爾
す
る
ル

|

ル

受付のルール

受付識の待機場所

要更犠音へζノ)対応

避難所で対応ヨ籠な場合

避難所で対応不可能な場合

初動時の体制

闘設準備、居注にの区割 |′

J

受付、堪簿奪作す

1首 報収集・伝達

1:ミ1):ヽ1物 資の確イ異

遷難者の誘導、傷病者の対応

運営会議の開催 £寺間 時  分 時  分

食*|の 配給

時間

場所

時  分 、  時  分 、  時  分

物資の憂3給

時聞 時  分

場所

情報提供

時 間 時  分 時  分 ほか随時

掲示板の設置場所

1育報C伝達 =対応

避難所に来られない

在宅被災者への支援

情報の受発信

食料 物ヽ資の籠総

役員・班長の

交代ルール

運営委員会

溝 ::''Iり :

ペッ トの取扱い

マニュアル周知方法

（Ｘ
）



第 3章 初動対応

そ
の
他
の
ル
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ル

・
検
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事
項

<その他のルール>

|■・

9



■

r

。債
騨
暉
権
ツ
医
障
量
桑
♀
警
一嗅
経
絆

′卜
攀
眠
一箪
Ｒ
鸞

′曇
側
鎌
鯛
権

。綱
餞
ｅ
く
…
て
ば
鐵
鑽
遭
⊃
投
騨
中
歯
奪
彗
Ｏ
購
嘔

′単
選
揺
琳

盤

　

墨
翻
側
剰
測
翻
調
翻
側

.'‐
|

10

「

~~~¬

一一一Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

．　
　
．　
一　
●
一

・　
　
　
　
―
　
　
　
　
　
　
　
―

．
●

●

、
　

「
　
　

　

　

・
¨
　

一

一
●
　

．

L_



;‐  ■  ,■ ..■●

Ｎ
図

機
ハ
β
ヽ
く

m
銀

ヽ:

ト

11

一
　

ヽ



‐  |11  ・
■ ―|.|

5.麟 住 区 の 機 成

避難所の居住スペースは、地区ごとに分けて配置します (地区ごとの被災状況に応じ

て柔軟に対応します)。

避難者は、それぞれの居住区で生活します。

◇暦住区は世帯を基本曇位とし、親朧なども必要に応して同じ居棒区に纏成し

ます。

◇属住区は、公平性を俣つため|こスヘースの彗]分基準を明確にし、テープや敷

蜘などで境界を作ります。

◇できるだけ顔見知り同士を近くにするなど、安心できる環境を作ります。

◇居住スペース:こ は通躍を設けるようにします.

◇観光塞など|ま長期に滞在する可能性が低いため、地域llLttdよ鸞けて居注ス

ベースを作ります。

|

居住スペース (体育館)の目安

・
　

一
　

■
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第 3章 初動対応

鸞融避難者 のぬ入れ

学校教職員と協力して、避難者を受け入れます。

まず、学菫側の玄関前の外で「入□体調判定」を行い、

感染症の疑いのある方は、校舎に入つて左手に向かつてもらい、

「特別活動室 4」 で待機 してもらい、後から個別に受付します。

健康な方は、校舎に入つて右手に向かい、体育館廊下付近で下記のとおり受付します。

町内会単位で世帯ごとに「避難者受付簿 【様式②】」に記入

してもらいます。その後、各種対応を効率よ<行うための基礎資料となる

「避難者カード【様式③】」を提出していただきます。

◇「選難琶カード」|ま避難所を運営する上での重要な基礎資料となりますので、

避難者に窃力を求め、必ず提出してもらしヽます 健 難所運営への協力の可否

|こついても記載を求めます)。

◇受付時の混乱を抑えるため、順番が来るまて落ち替いて行つよう坪びかけを

行います。

◇支援が必要な要配慮音は、講堂の「要配慮者エリア」へ収容します。

◇避難所に入所せず、在宅や車内で食料等の必要な支援を求めている人 (「在宅

避難者1)にも「避難者カード」を提出してもらいます。

◇ベットは指定された場所以外で飼議することを禁止し、「ペット台帳 【様式

⑦】」へ記入してもらいます (ケージに入れ、飼い主が責任を持つて管理)`

◇負傷者がいる場合には、その負傷状況を確認し、治療の必要性 (緊急性)が

高い負傷者については、市災害対策本部に連絡しまず
`

◇避難所内で対応可能な負傷者に対しては、救護室 (保健室)で適翻な処置を

行います。避難者の中に医療関係者がいる場合、協力を求めます.

● ::i「

=

西

F■
=|」

活動室へ i■ i=′ ・`

入口体調判定

別途拡大図あり

里
美

そ
の
他受

付

・．Ｆ

i百 支FI

I車 [=1111・
■∫IF:r

児童玄関

(選難時は不使用)
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第 3章 初動対応

(様式 2]

避難者受付簿

避難所名 :

‐卜
一角

一
収

カ

ロ 番号 入所日 間土
ヽ
¨

所
ヽ
人 Ｄ

名
な
氏

り
〓轄

ヽゝ

‘ヱ

●
代の一甲世

人数 内訳 名町所Ｔヽ
一

現
備考

(健康状態、要配慮者なと｀

1月 1日
，

ス

■
¨ヽ
々

ら
■ 4

人

人

２

２

一中力
女

人
人

男
女

人
人

男
女

人
人

男
女

人
人

男
女

人
人

男
女

人
人

男
女

人
人

男
女

人
人

男
女

人

人

男

女

人
人

男
女

人
人

男
女

人
人

男
女

人
人

男
女

人
人

男
女

人
人

男
女

人
人

男
女

人
人

男
女

人
人

男
女

人
人

男
女

人
人

男
女
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第 3章  初動対応

〔i荼 ゴヽ 3,】

避 難 者 力

つた場合は、その都度お申 し出く

ド

避難所名

※今後記載の内 。ヽ

ふりがな

世帯の代表者氏名
住 所

入所年月日 電  話

ふりがな

氏   名
:売不丙

|1生 月」 年齢 指業
特記事項

(資格や協力てきることなと)

携帯■|.

I、 ■ f「

孔帯 |■ :

携署 :[|

L帯 ]tヽ

家

族

携帯L:

持病、食物アレルギーなど、生活において特別な配慮が必要な事項等があれば、お名前とその内容を記入してください。

自家用車 亜種 No
自宅の状況

□金壊 □半1裏 □一部損壊 □被害なし

□断水 □停電 ロガス停止 □電話不通 ペット □有 (種類 ) □無

町内会名 支援区分
□避難所への入所を希望

□在宅のまま食料配糸含などを希望

氏  名

繁急連絡先

(■ 言3家 スヽ以外)

住  所

T

餞

安否確認への回さ
(外部から照会の際、1主 所・氏名を提供)

□同意する  □同意しなしヽ

退所年月日 年 月 日

転 出 先
□自宅
□その他―中申暉甲中→

T

彗

在所の1犬況 要配慮者の状況 【特記事項】 台帳番号

□避難所に避難
□在宅でサービス受領
□車中泊

福祉避難所への移動
□要 □不要

15
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7 設備 鬱備轟録確認

避難所運営に必要な設備や備蓄品 (食料・ 物資)を確認します。

◇備蓄品の配布に情え、「避難者カード から必要な数を把握しまず,

◇設備の機i〕ヒ不備や臓警塁の不足等を把握し、災害対策本部1こ要講を行う準備

をしますぐ

:■水道、ガス、電気、電話、 トイレ等のライフライン

:■ テレビ eラジオ等の情報収集機能

:■施設内放送設備

市職員は、避難所の状況について、「避難所状況報告書 【様式①】」で市災害

対策本部へ連絡します。

また、避難運営に必要な物資等を「物資要請書 【様式⑨】」で市災害対策本部

に要請します。

市職員が不在の場合や緊急の場合は、避難所準備組織の代表者 (町内会長等)

が市災害対策本部との連絡を行います。

避難所からの連絡は、市災害対策本部の貴重な情報となり、避難所への支援

を行う上で欠かせないものであるため、可能な限り周辺の状況などと合わせて

:連絡します。

<市災害対策本部の連絡先>

:   Tel:33-3131

:   FA× :33-3137、 33-8155、 33-8156

移動系無線 :506～ 510

■_ ._1     1‐ ‐■■
.   :|‐  :  ―■fli111    1-11‐ :1 _・―    ■11■  _   . .|●

...:     =・ ‐・ = :  :・     .‐ 111・ 11i    =.        ‐‐' i=    ・  _・
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運営に必要な設備の例
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市災害対策本部へ連絡 」



恵み野小学校備蓄品―

第 3章 初動対応

令和 β年 3月現在

晶 巨 ′
:|」ヽ

'こ
」

パ●
`=塁支X選塾

避難所開設 避難所開設用バッグ 1 1個

籍影易トイレ スクットイレ 10 1′ 000個

救急箱 救急箱 4 4箱

情報収集 携帯ラジオ 10個

避難用品 災害用毛布 30 300枚

段ボール 「曼ボール 5 50枚

暖房用品

ポータブルストーブ

大型ストープ

2 う ム
乙 口

4 ノ4ユヽ
管 :=

照明機器

発電機 1 よ にコ

力
｀
ソリン携行缶 1 1個

]― ドリール 1 1′個

サークルライト 1 1台

三脚 1
“

ヱヘ
上 回

LEDパルーン型投光器 1
1′ _、

■ E■

1_8

|■′4ユ

`ヽ
′´ 備 考
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第 3章 初動対応

【様式91

物 資 要 請 票

要 望 提 出 日 時 年 月 日 時 分

避 難 所 名

避 難 所 所 在 地

避 難 所 連 絡 先 TEL FAX

避 難 所 担 当 者 名

避難所記入 S間 市記入欄

分

類 0□ 目 依頼数 備  考 雷E送数 処理時間 多対応業者等

食

料

品

ヽ
飲

料

物

表員

（
食

料

品

以

外

）

20



避 難 所 名

開 設 日 時 月 日 時   分

報 告 日 3看 月 日 時   分

報告者氏名

第 3章  初動対応

〔様式11]

避難所状況報告書 (第  報)

第 2報以降、情報の更新がない場合は右欄チェックを入れて <だ さい。 ⇒

朧 避難所状況を本様式で市災害対策本部へ報告します。分かる範囲で記入して下さい。

避難所
受信手段

□ FAX □TEL:

口移動無線 : □その他 ( )

避 難 所 利 用 世 帯 数 世帯 避 難 所 利 用 人 数 人

在宅避難人数 世帯   人 車中)白 人数 世帯    人

避難行動要支援者人数 人

□

避 難 所
施 こヽこ

安 全 確 認 □実施 (結果 : ) □未実施

危 険 箇 所 □あ′′9(詳細 ) □なし

用

辺

状

況

（
分

か

る

範

囲

で
）

人 命 救 助 □不要 □必要 (約   人)□ 不明

延   焼 □なし □延焼中 (約  件)国 大火の危険

建 物 1到  壊 □なし □あり (約   件)口 不明

道 路 」犬 況 □通行可 □通行 |こ支障あり   □通行不可

ラ イ フ ラ イ ン □断水
r¬ ′て,,=¬
Lコ 15・ 自己 □電話不通

土 砂 災 害 ,水 害 □上砂災害あり □水害あり

緊急を要する事項 (具体的に箇条書き)

参集した町内会・白治会、自主防災組織 避難所運営委員会代表者氏名 “連絡先

参集した市職員、施設職員
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恵み野南・西・霊美町内会町内会

|・(総務蔀1基轟|三 防災課)|111

〒061■1498 恵庭市京町 1番地

T E L 10123-33-3131(内糸泉2242.2243)

F A X 10123‐ 33-3137
1プl a ll l kichibousal(α )‐city.eni、ヘノa,hokkaldo.ip

「


